
令和４年３月 東御市教育委員会 定例会会議録

１ 日 時

令和４年（2022 年）３月 24 日（木） 午前９時 00 分から午前 11 時 40 分まで

２ 場 所

中央公民館 学習室５

３ 議 題

（１）協議（審議・検討）

議案第６号 東御市教育委員会事務局組織規則の一部改正について

議案第７号 東御市立小学校及び中学校管理規則の一部改正について

（２）不登校対応について

（３）学校 ICT 教育について

（４）議会報告

（５）人事異動内示について

（６）報告

ア 新型コロナウイルス感染等予防対策について

イ 子ども家庭支援準備室について

ウ 教育課

（ア）身体教育医学研究所による小学校訪問事業のまとめについて

（イ）いじめの状況等について

（ウ）教育支援委員会最終報告について

（エ）和児童館建設事業の進捗状況について

（オ）放課後の子どもの遊び体験事業「げんき塾」について

（カ）児童クラブ運営要綱の一部改正について

（キ）東御市放課後児童健全育成事業運営費補助金交付要綱の一部改正につ

いて

（ク）東御市 LD 等通級指導教室設置要綱の一部改正について

（ケ）東御市立小学校及び中学校職員服務規程の一部改正について

エ 生涯学習課

（ア）生涯学習講座の募集について

（７）その他



４ 出席者

○教育長 小 山 隆 文

○委 員

教育長職務代理者 下 村 征 子

委 員 小 林 経 明

委 員 直 井 良 一

委 員 五十嵐 英 美

○その他

坂口教育次長、山邉教育課長、樋沢生涯学習課長

土屋学校教育係長、増田青少年教育係長、正村社会教育・公民館係長

畑田指導主事、山口指導主事、長岡指導主事、岡澤指導主事

西澤子育て支援課長、小林子育て教育支援員、渡邉身体教育医学研究所指導部長

中村学校教育係主査、土屋学校教育係主査、野村小中学校運営支援員



会議録

坂口教育次長

ただいまから、３月度定例教育委員会を始めます。

教育長から開会宣告とあいさつをお願いします。

小山教育長

３月度定例教育委員会を開会します。

おはようございます。

３月議会でも話題になりましたが、令和４年度の教育委員会の大きなテーマは、新たな

不登校生を出さないことは勿論ですが、「不登校児童生徒への継続的な支援」と「ＩＣＴ教

育の推進」による授業の活性化であります。特に、ＩＣＴの活用では、授業作りを通して、

「小中一貫教育」「小中一貫型教育」を支えて行きたいと考えております。

更に、次年度、新たな不登校生を出さないための取組になればとの思いで、各校の取

組計画や予定についてお伝えします。

一つ目ですが、農林課や漁協と連携し、学童放流事業に北御牧小、祢津小が参加

し、アユやウグイを放流する計画です。

二つ目ですが、東御清翔高校で取り組んでいる水生生物による河川の水質検査に、

田中小に参加をしてもらい、交流を含め、自然環境への目を養いたいと考えております。

三つ目は、武蔵野美術大学の三澤教授が提唱しております「朝鑑賞」ですが、北御牧

中の１年生が、試行を含めて取り組んでくれます。梅野記念絵画館ふれあい館の大竹永

明館長に講師をお願いしました。

四つ目は、各校で発信している学校だよりを中央公民館に掲示をさせて頂き、中央公

民館を利用される市民の皆様方に、子ども達や学校の様子を紹介して参ります。

五つ目は、郷土の偉人や偉人の業績に学ぶといった取組をお願いする計画です。既

に、丸山晩霞に関わる作品集２冊と雷電に関わる１冊を各校に配らせて頂きました。

元々は下村委員の県立歴史館へ出向かれたお話が切っ掛けでしたが、本の購入で相談

させて頂いた佐藤学芸員の計らいで寄贈をして頂きました。

六つ目は、タブレット端末のＷｉ－Ｆｉ環境の調査結果から、家庭での使用で不足する器

材や英語の交流授業で必要な器具を整えて参りたいと考えております。

七つ目ですが、信大の繊維学部の皆さんから、現１年生に軍手イーを頂きました。可

愛い絵がプリントされておりますので、休みがちな児童の皆さんも、軍手をはめて元気よく

登校してくれることを願っております。

八つ目は、3 月 27 日に講義室でおこなれます中学生の保護者向けの栄養セミナーで

す。食事や栄養を通して親子の会話が広がればと願っておりましたが、コロナの影響もあ

るため今回は録画取りをして発信をしていく計画となっております。教育委員の皆様方に



も都合の付く範囲でご出席を頂けたらというお願いです。女子栄養大の上西一弘教授、

日本水産（株）内田健志主任研究員によるお話です。

九つ目になりますが、先日、黒澤嘉兵衛の末裔に当たります黒澤夢都子さんが書き表

し、教育委員会の堀田雄二さんが監修されました「天明日記」が両中学にも寄贈されまし

た。こちらも、郷土の偉人に学ぶ切っ掛けになればと思っております。

幾つかお知らせをしましたが、様々な体験的な学習を通して自己表出や自尊感情に繋

げたり、故郷に対するアイデンティーを高めたり、ＳＤＧｓへの積極的な関りを深めたり、仲

間と共に学ぶ学校だからこその魅力を感じてもらったりといった願いを込め、学校の教育

活動がより一層充実しますように各校との連携を図って参ります。

お伝えしました様々な取組を含め不登校の未然防止に繋げて参りたいと考えておりま

す。以上です。本日は宜しくお願いします。

小山教育長

（１）協議（審議・検討）事項をお諮りします。

議案第６号 東御市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 説明を求め

ます。

土屋学校教育係長

現在、教育課に属する文化財係の所管を、4 月から生涯学習課へ変更するための改

正になります。

全委員

異議なし。

小山教育長

それでは、本件議案第６号に関しましては承認されました。

小山教育長

議案第７号 東御市立小学校及び中学校管理規則の一部改正について 説明を求

めます。

土屋学校教育係長

今まで、事務主任の取り扱いに関して別途定めることになっていましたが、新たに主

査、主任及び主事の職を指定するための改正です。



全委員

異議なし。

小山教育長

それでは、本件議案第７号に関しましては承認されました。

小山教育長

（２）不登校対応につきましては、個人情報の関係もありますので、内容は非公開とし

たいと思います。よろしいでしょうか。

全委員

異議なし。

小山教育長

それでは、本件の内容に関しましては非公開と致します。

小山教育長

続きまして、（３）学校 ICT 教育について説明を求めます。

山口指導主事

3 月の実績と、4・5 月以降に計画していることがらをお伝えします。

特に、職員を対象とした研修を継続的に実施していく予定です。

小山教育長

支援員が現場に対して積極的に関わっていけたらと思います。

土屋学校教育係長

一昨日、ネットリテラシー協議会が開催されましたが、その中の課題として出された動

画や個人情報の開示に関して、どのように対処したらいいでしょうか。

小林委員

次回、4 月の定例会で協議の上決定する方向でいかがでしょうか。

全員

異議なし。



小山教育長

続きまして、（４）議会報告をお願いします。

坂口教育次長

3 月定例会の一般質問で取り上げられた教育関連の話題に関して、会派の代表質問

では公明党と共産党から、個人の一般質問では 2 件が取り上げられ、教育長と次長で

答弁いたしました。

小山教育長

続きまして、（５）人事異動内示について説明を求めます。

坂口教育次長

学校関係、特に各小中学校の校長・教頭先生の異動は、別紙一覧表のとおりです。

教育委員会職員関係（正規職員の役職者）では、教育課長、学校教育係長、社会教

育・公民館係長、青少年教育係長、そして教育次長に異動が生じます。

小山教育長

続きまして、（６）報告に移ります。順次報告・説明願います。

山邉教育課長

ア 新型コロナウイルス感染症に関する市内中学校での発生状況と予防対策につい

て報告します。（説明内容等 一部非公開）

コロナの影響を受け、一部小学校の卒業式は延期を予定しております。告示について

は各委員にお願いします。

西澤子育て支援課長、小林子育て教育支援員

イ 子ども家庭支援準備室について、資料をもとに説明します。

４月に開設する「子どもサポートセンター」の概要に関しては、市報 4 月号に集約しま

す。事務所は、子育て支援センターの 2 階に置きますが、小中学校における不登校対策

をはじめ教育委員会との連携も重視して、切れ目のない子育て支援に取り組んでいきま

す。

小林委員

令和 4 年度の発足に際して、どこが主体となって行うのでしょうか。

小林子育て教育支援員



組織における責任体制としては、健康福祉部の中に支援室長と同次長を置くほか、正

規職員として専門職 2 名を配置します。

小山教育長

新体制としてサポートセンターには新たに課長職を置きますが、学校現場や家庭への

ことを考えると、立ち上げに携わってきた部署とともに尽力していく必要があると考えま

す。

畑田指導主事

組織相互の連携の中で、発達特性や不登校に関して、当面はそれぞれの部署で取り

組んできたことを引き続き進めていくことになります。ただし、毎日情報交換し、支障のな

いように取り組んでいきたいと考えています。

小林委員

今まで各部署でやってきたことの延長だけだとすれば、あまり意味がないのではないで

しょうか。一元化することの意義と求心力はどうなっていく予定ですか。

小林子育て教育支援員

現在は各部署で作成している相談や支援の記録、計画が様々ですので、安全かつ確

実に次のライフステージへ引き継ぐために、まずは相互に連携することが必須であると考

えています。

小山教育長

課長職の配慮、兼務辞令の立場、センターの重さを改めて考える等、サポートセンター

が中心となって体制づくりを考えていく必要があると思われます。

小林委員

今後、子どもサポートセンターで取り扱った事例に関しては、定例教育委員会において

より具体的な報告をお願いします。

小山教育長

続きまして、ウ 教育課の報告事項について報告願います。

渡邉身体教育医学研究所指導部長

（ア）身体教育医学研究所による小学校訪問事業のまとめについて報告します。

児童生徒の体力向上に関して、調査で得た統計データを標準化比した数値は、全国・



長野県を大きく下回る結果となりました。特に、上体起こし、シャドウランに関しては 10 ポ

イント以上、反復横跳び、ボール投げに関しても下回りが顕著に現れています。総合評

価としては、DE 判定の率が多く、AB 判定が減少傾向にあることから、遊びのなかでの多

様性や心肺機能に欠落を生じ、疲れにより学びに影響することも危惧されています。今

後は、楽しいことを継続させるとともに、抜本的な改善を図る必要があり、体力向上支援

事業に関しては、学校での授業の質の向上に向けて、現場の先生と協力して進めていき

たいと考えています。

直井委員

調査を実施した時点での、児童生徒個々の状況は分かりますか。

渡邉身体教育医学研究所指導部長

児童生徒個々の数値をもとに、自らの状況がわかる「マイスポ」を各人に配布して、自

分の特性を判断してアドバイスを受けることができるようになっています。どんなスポーツ

に向いているかの適正も示されています。

直井委員

このことは、保護者にも情報は伝わっていますか。

渡邉身体教育医学研究所指導部長

全国や県と比較して、今現在の個々の状況が分かるようになっており、保護者も承知

しています。

小山教育長

ここ数年、コロナの影響もあってか、車を利用することが多く通学時に歩かない子が多

いため、家庭から働きかけが大事だと考えます。縄跳びをしたり休日の運動を推奨した

り、学校に導入した iPad の活用にも目を向け、体力の向上が学力の向上に繋がること

にも着目し、体力づくりを大事にしていきたいと考えています。

渡邉身体教育医学研究所指導部長

マイサポのデータを iPad の利用やギガスクール構想の中に組み込んで、令和 4 年度

には小学校 5 年生のレベルでシステムを導入して自らの状況を把握し活用できるよう準

備していく予定です。

小山教育長

遊びの延長としてのスポーツであることの位置づけを、げんき塾やゆるスポーツ、また



効果的な遊びを通して研究していきたいと考えています。

下村委員

新年度では家庭にも協力をお願いしながら取り組みを進めていただきたいです。

畑田指導主事

（イ）いじめの状況等について報告します。（説明内容等 非公開）

（ウ）教育支援委員会最終報告について報告します。（説明内容等 非公開）

増田青少年教育係長

（エ）和児童館建設事業の進捗状況について報告します。

その後、木材調達の目処がついたため、棟上げや内装工事が順調に進んでいま

す。29 日の建設委員会では、現状を見ていただくことになります。６月以降、竣工式を

経て７月 1 日の開館を予定しています。

（オ）放課後の子どもの遊び体験事業「げんき塾」について報告します。

3 年度の実績と保護者へのアンケートの結果を踏まえて、4 年度の計画立案を致し

ました。国の補助事業を活用し、各小学校 4 回を計画、レクと集団遊びに特化し、高

校生のボランティアや地域の方の協力を得ながら行ってまいります。

（カ）児童クラブ運営要綱の一部改正について報告します。

新年度の募集の結果、祢津児童クラブの応募が定員内に収まったことにより２箇所

目を廃止とするものです。

（キ）東御市放課後児童健全育成事業運営費補助金交付要綱の一部改正について

報告します。

県の要綱が変更になったことに伴い、市の要綱を改正するものです。

土屋学校教育係長

（ク）東御市 LD 等通級指導教室設置要綱の一部改正について報告します。

東部中学校に県費による通級指導教室の講師が配置されることに伴い、通級指導

教室の対象となる児童又は生徒の規定を改正するものです。

（ケ）東御市立小学校及び中学校職員服務規程の一部改正について報告します。

押印不要書類や、休暇の取り扱いに関する改正です。



山邉教育課長

当日追加案件として、（コ）力士雷電顕彰碑の移設について報告します。

前回の定例会で報告しました顕彰碑の生家への移転の件は、3 月 23 日に開催され

た文化財審議会の中で慎重審議がなされた結果、既に新聞報道となりましたように、当

該事業を断念することになりました。

小山教育長

続きまして、エ 生涯学習課の報告事項について報告願います。

正村社会教育・公民館係長

（ア）生涯学習講座の募集について報告します。

東御市公民館（中央・滋野・祢津・和・北御牧）では、平成 4 年度も共に学び話し合え

る仲間の輪を広げ、いきいきとした日々を送るための生涯学習講座を開講します。４月号

の市報に挟み込む形で全 120 講座を紹介するとともに、各公民館で申し込みの受付を 4

月 11 日から 22 日までの間行います。

小山教育長

新年度では、従来の生涯学習講座に加え子ども講座の充実を図ってまいりたいと考え

ています。

小山教育長

続きまして、（７）その他に移ります。報告・説明願います。

土屋学校教育係長

4 月の入学式における新入児・新入生の数は、4 月 1 日に行われる新任校長教頭着

任式で確定値をお知らせします。

尚、着任式の後になりますが、滋野・祢津・和の小学校は、委員さんに新任校長を各

校へお連れいただきますようお願いいたします。

小山教育長

本日の議題は以上です。

それでは、３月度定例教育委員会を閉会します。


